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研究成果の概要（和文）：4年間を通して、農村と都市間での価値の共有をすることによるソーシャルビジネス
を介した農村資源の持続的管理について、事例調査・文献研究を実施した。
まず、日本の農村フィールドを事例として、農村の価値の発見・発信とその価値の都市側の受容・協働という、
農村と都市間でソーシャルビジネスが成立するプロセスを明らかにした。そのことから、農村のおけるソーシャ
ルビジネスの定義を行った。また、農村と都市の関係性分析として、海外の先進事例における都市の中の農村の
価値の活用、政策としての取り込み方などの調査研究を行い、農村におけるソーシャルビジネス成立の条件とし
て全体のまとめを行った。

研究成果の概要（英文）：We conducted case studies and literature research on sustainable management 
of rural resources through social business by sharing values between rural areas and cities 
throughout the four years.
First of all, in the case of rural fields in Japan, we clarified the process by which social 
business is established between rural and urban areas such as discovery and transmission of rural 
values and acceptance / collaboration of the value of urban side. Based on that, we defined social 
business in rural areas. In addition, as a relationship analysis between rural areas and cities, we 
conducted survey and research on how to utilize rural values in urban areas in advanced cases 
overseas, how to incorporate them as policies, and summarize the whole as a condition for 
establishing social business in rural areas went.

研究分野： 農業経済学

キーワード： ソーシャルビジネス　農村と都市の価値の共有　農村の社会的価値　地域資源の持続的管理　ソーシャ
ルイノベーション　農村と都市の協働　フードシチズン　起業
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１． 研究開始当初の背景 

 研究背景は、以下の 3 点があげられ

る。1 つ目は、持続可能な開発にむけ

たソーシャルビジネスの役割がクロー

ズアップされてきている点である。ビ

ジネスによる経済的利益のみならず、

社会的利益を挙げることが社会的要請

として大きくなっているといえる。2

つ目は、農村にソーシャルビジネスの

手法を取り込む必要性が大きくなって

いる点である。多くの農村では高齢

化・過疎化によってコミュニティが崩

壊する過程にあるのが現実である。そ

のような地域では、もはやコミュニテ

ィ内部の力だけでは不十分で、都市な

ど地域外と生産者対消費者という関係

を超えた連携体制を築くことが不可欠

である。農村の活動をソーシャルビジ

ネスとして発展させることによって、

「ビジネス」の視点を取り込んで事業

の零細性や継続性の問題の解決が期待

できる。3 つ目は、農村の価値に対す

る認識の広がりと都市との連携可能性

の高まりである。近年、農業・農村の

多面的価値の評価の高まり、および 6

次産業化の進展によって、農村の価値

が広く認識され、農作業や環境整備な

どに多くの都市住民が参加するように

なった。これまで農村にとって都市住

民は商品やサービスの購入者に過ぎな

かったが、農村の社会的価値の共有が

進展している情勢下では、生産者 VS 消

費者の関係を超えて連携して農村の維

持再生にあたる、絶好の機会であると

いう社会背景が捉えられる。 

２．研究の目的 

 ソーシャルビジネスは、社会的価値

を商品やサービスとして販売し、購入

者はその価値を理解して購入する。そ

うして販売者と購入者間で価値が共有

される。本研究では、ソーシャルビジ

ネスの、価値を共有する機能に着目し、

それを農村と都市間に活用して農村の

問題解決と活性化の手段とする。 

 そのため、農村において共有すべき

価値の抽出を行い、都市においては農

村へのニーズの把握を行う。そして、

農村と都市で共有可能な価値を見出し

価値を共有する仕組みをソーシャルビ

ジネスモデルとして提案することを目

的とする。 

３．研究の方法 

 研究方法は、主として国内事例調査

と海外先進事例調査を基に行った。国

内調査では、具体的に、農村における

価値と問題、都市における農村へのニ

ーズを聞き取り調査とアンケート調査

で明らかにし、それを基礎に共有する

価値とソーシャルビジネスとしての成

立条件、および都市との連携のあり方

を具体的に整理した。また、海外先進

事例調査では、農村と都市の連携手法、

農村のソーシャルビジネスの地域への

影響の観点から先進事例を調査した。 

４．研究成果 

 農村におけるソーシャルビジネスを

持続的に発展させるためには、農村と

都市間で農村の価値が共有されること

が必要である。そうした意味から、都

市の中での農業・農村への価値の理解、

そしてそれにかかわる都市住民や都市

の食料政策に農村資源をどのように活

用するのかについての先進事例を中心

に事例調査を行った。また、海外先進



事例として、カナダ・トロント市にお

ける FPC(フードポリシーカウンシル)

とその関連機関・組織等の調査も併せ

て行った。そうした事例調査の分析を

基に、農村の価値の発見・発信とその

価値の都市側の受容・協働という、農

村と都市間でソーシャルビジネスが成

立するプロセスを明らかにした。その

ことから、農村におけるソーシャルビ

ジネスの定義を行った。また、農村と

都市の関係性分析として、海外の新進

事例における都市の中の農村の資源の

活用、政策としての取り込み方、制度

化などの調査研究を行った。それらを

踏まえて、農村におけるソーシャルビ

ジネス成立のための条件を整理し、論

文、著書等にまとめることで、研究全

体の成果のまとめとした。 
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